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道
徳
教
育
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

＊ 
 
 

＊ 
 
 

＊ 

 

二
一
日 

五
校
時
に
す
べ
て
の
学
級
で

道
徳
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
一
年
生
で

は
、
『
み
ん
な
で
使
う
も
の
を
大
切
に
』

と
い
う
主
題
で
、
主
人
公
の
心
情
を
と
ら

へ
、
自
分
の
生
活
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

ま
た
、
三
年
生
で
は
『
な
い
た
赤
お
に
』

を
資
料
に
使
い
、
友
達
と
互
い
に
理
解

し
、
信
頼
し
、
助
け
合
お
う
と
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
ど
の
学

年
も
公
徳
心
、
生
命
の
尊
重
、
信
頼
・
友

情
、
家
族
愛
な
ど
、
子
供
た
ち
の
実
態
に

合
わ
せ
道
徳
心
を
養
う
こ
と
を
目
的
に

授
業
を
行
い
ま
し
た
。 

＊ 
 
 

＊ 
 
 

＊ 

五
・
六
年
生
で
は
人
権
尊
重
教
育
の
一

環
と
し
て
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
拉
致
問

題
を
取
り
上
げ
、
ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」
を

資
料
に
使
い
『
家
族
愛
』
に
つ
い
て
考
え

ま
し
た
。
特
に
横
田
早
紀
江
さ
ん
の
娘
に

対
す
る
思
い
を
発
表
し
合
い
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
六
校
時
に
は
横
田

夫
妻
を
身
近
で
取
材
し
て
い
る
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ

テ
レ
ビ
報
道
部
記
者
の
丹
羽
小
百
合
先

生
を
お
招
き
す
る
と
と
も
に
、
五
・
六
年

生
と
保
護
者
・
地
域
の
方
三
十
名
ほ
ど
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。
「
行
っ
て
き
ま
す
」
と
言
っ
て

学
校
へ
向
か
っ
た
め
ぐ
み
さ
ん
と
三
八

年
間
も
会
っ
て
い
な
い
ご
両
親
の
思
い

を
知
っ
た
児
童
た
ち
は
、
「
丹
羽
先
生
の

話
を
聞
い
て
、
今
僕
た
ち
が
平
和
に
暮
ら 

 

 

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
た
め
に 

  
校 

長 
 

渡 

邊 

重 

幸 

 

 

寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
や
ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎

で
お
休
み
す
る
児
童
も
毎
日
何
人
か

い
て
、
今
後
の
動
向
が
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
。
週
明
け
に
急
増
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
週
末
の
過
ご
し
方

に
ご
配
慮
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

＊ 
 
 

＊ 
 
 

＊ 

 

さ
て
、
一
月
の
学
校
公
開
に
合
わ

せ
て
、
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
道
徳
授
業
地

区
公
開
講
座
は
、
東
京
都
教
育
委
員

会
が
、
学
校
及
び
地
域
社
会
と
連
携

し
て
子
供
た
ち
の
豊
か
な
心
を
は
ぐ

く
む
と
と
も
に
、
小
・
中
学
校
の
道

徳
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
平
成
十
年
度
か
ら
開
催
し
、

平
成
十
四
年
度
以
降
す
べ
て
の
小
・

中
学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、

練
馬
区
立
豊
溪
小
学
校 

学
校
通
信 

２
月
号 

平
成
28
年
２
月
１
日
発
行 

 

ＴＢＳテレビ 記者 丹羽小百合先生による講演会 

 

し
て
い
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
幸
せ
な
こ
と

か
を
学
び
ま
し
た
。
」
「
普
通
に
生
き
て

い
る
こ
と
に
ど
れ
だ
け
大
き
な
責
任
が
あ

る
か
知
り
ま
し
た
。
」
と
述
べ
、
一
人
一

人
が
家
族
愛
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
有
意

義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の

意
見
交
換
会
で
も
中
身
の
濃
い
話
し
合
い

に
な
り
ま
し
た
。 
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教
室
の
窓
か
ら 

五
年
生 

六
年
生
に
向
け
て
の
思
い
を
書
き
ま
し
た
。 

 

忘
れ
物
を
減
ら
し 

勉
強
を
頑
張
り
た
い 

 
 
 

泉 

八
馬
翔 

上
級
生
と
し
て 

下
級
生
を
ま
と
め
た
い 

 
 
 

上
原 

慶
士 

良
い
態
度
が
続
く
よ
う 

努
力
し
た
い 

 
 
 
 

岡
本 

乃
斉 

す
べ
て
の
教
科
の 
勉
強
を
頑
張
り
た
い 

 
 
 

小
泉
蒼
世
吾 

行
事
や
委
員
会
を
し
っ
か
り
と
引
っ
張
っ
て
い
く 

塩
田 

遥
人 

縦
割
り
班
遊
び
を
考
え 
楽
し
ま
せ
た
い 

 
 
 

下
飼
手
拓
真 

頼
り
に
な
る 

六
年
生
と
言
わ
れ
た
い 

 
 
 
 

庄
司 

一
翔 

何
事
に
も
挑
戦
す
る 

六
年
生 

 
 
 
 
 
 
 

千
葉 

光
樹 

尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な 

六
年
生
に
な
り
た
い 

 
 

照
屋 

優
大 

漢
字
や
計
算
を
頑
張
り
た
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
井
川
源
征 

最
高
学
年
と
し
て 

み
ん
な
の
役
に
立
ち
た
い 

 

中
川
航
太
郞 

一
年
生
の
お
世
話
を 

頑
張
り
た
い 

 
 
 
 
 

廣
田 

 

遼 

最
上
級
生
と
し
て
み
ん
な
を
ま
と
め
て
い
き
た
い 

藤
岡
蓮
士
郎 

一
年
生
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
た
い 
松
木 

啓
夢 

最
高
学
年
と
し
て
の 

意
識
を 

 
 
 
 
 
 
 

三
縄 
 

晴 

一
年
生
に 

わ
か
り
や
す
い
指
示
を
し
た
い 

 
 

田 
海
音 

算
数
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

吉
村 
琢
磨 

最
上
級
生
と
し
て 

み
ん
な
の
お
世
話
を
し
た
い 

浦 
 

帆
希 

た
く
さ
ん
の
人
と 

関
わ
り
た
い 

 
 
 
 
 
 

遠
藤 

凜
莉 

一
年
生
の
お
世
話
を 

頑
張
り
た
い 

 
 
 
 
 

會
田 

和
奏 

行
事
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に 

頑
張
り
た
い 

 
 

加
藤 

紗
彩 

一
年
生
の
お
世
話
を 

た
く
さ
ん
し
た
い 

 
 
 

白
井
愛
未
梨 

み
ん
な
の
お
手
本
に
な
れ
る
よ
う
な
六
年
生 

 
 

水
津 

葉
月 

一
年
生
の
お
世
話
を 

頑
張
っ
て
い
き
た
い 

 
 

田
邉 

香
穏 

委
員
会
や
ク
ラ
ブ
で
み
ん
な
を
引
っ
張
っ
て
い
く 

玉
懸 

史
那 

学
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て 

信
頼
さ
れ
た
い 

 
 

西
浦 

沙
奈 

み
ん
な
を
引
っ
張
れ
る
六
年
生
に
な
り
た
い 

 
 

蓮
見 

香
好 

最
高
学
年
と
し
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
取
り
組
む 

林 

安
矢
乃 

責
任
感
を
も
ち 

下
級
生
に
優
し
く
し
た
い 

 
 

藤
原
こ
こ
ろ 

自
分
で
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は 

全
部
や
る 

本
多 

優
里 

委
員
会
で
し
っ
か
り
責
任
を
も
て
る 

六
年
生 

 
 

三
宅 

陽
菜 

 

球技大会 

  

２月１８日（木）に５年生と６年生による球技大

会が行われます。卒業に向けて立ち上げた６年生の

卒業委員会の中の１つである、球技委員会が企画運

営します。現在は、何の球技を行うか、チームやル

ールはどうするかを計画しているところです。 

 ６年生にとっては、５年生と卒業前に思い出を作

る良い機会です。また、学校のリーダーとしての行

動を５年生に示す機会でもあります。今年一年間、

最高学年として一生懸命に取り組み、成長した姿を

５年生にしっかり伝えられたらと思います。もちろ

ん、勝負にこだわった真剣勝負も楽しみです。 

（６年担任 出口 優佳） 

外国語活動について 
５，６年生で年間３５時間、外国語活動を行って

います。中学校で学習するような文字や文法を知識

として身に付けるのではなく、外国語に慣れ親しむ

ことが目的です。また、身振り手振りや知っている

単語だけで、相手の言いたいことを感じ取ること

で、コミュニケーション能力を高めていくこともね

らいとしています。 

今年度からＡＬＴと一緒に学べ、日本語とは違う

英語独特の発音に慣れるように、ゲームや歌を通し

て楽しく学習しています。 

 (外国語活動担当 関根ゆかり) 

 

 

★★★たてわり班給食★★★  
 ２月２４日（水）  

４月からたてわり班遊びや豊溪まつり、児童集会

などの活動を通して異学年交流をしてきました。班

全員で力を合わせクイズに挑戦したり、息を合わせ

てダンスをしたりして、和気あいあいと過ごすこと

ができました。今年度、最後のたてわり班活動が、

たてわり班給食です。今までたてわり班活動を主催

していた６年生と、楽しくお話をしながら１年を振

り返りたいと思います。 

この活動は、６年生からバトンタッチされた５年

生が中心となり進めていきます。これから豊溪小を

背負うことになる５年生の、初めての最高学年とし

ての仕事です。         （青木 由佳） 

 

 

２月２３日（火）１・２年生  

   ２６日（金）３・４年生 

    ２５日（木）５・６年生  

１４：５０～ 各教室にて 
   
学年末となりました。子供たちは、この一年

で、心も体も成長したと思います。 
さて、学年最後の保護者会では、一年間を振

り返り、新学年に向けて話をします。お忙しい

ことと思いますが、ぜひご出席くださいますよ

うよろしくお願いいたします。 

（江口 和宏) 

 

学年末保護者会 
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クラブ見学 
 ２月１５日（月）６校時に３年生のクラブ見学

があります。来年度からクラブ活動の仲間入りをす

る３年生が、クラブの様子を見学します。活動内容

の書かれたパンフレットを手に、１０個のクラブを

全て回ります。来年度はどんなクラブに入ろうか、

きっと楽しみになることと思います。帰ったら、ぜ 

ひどんなクラブがあったか聞いてみてください。 

 （クラブ活動担当 小野関 真梨奈） 

 

保健室より 
先日、保健室だよりでもお知らせしました

が、インフルエンザが流行し始めました。 

これから更にどの学年にも広がっていきそ

うな勢いです。クラスの欠席状況をお子さん

から聞き取っていただき、お子さんの体調と

あわせて、登校の判断をお願いします。 

 また熱が高くなくても、状況によってはお

迎えをお願いすることもあります。急なお出

かけの場合でも、連絡がとれるようにしてお

いてください。  （養護教諭 星加 明子） 

 
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
ク
ラ
ブ
長
に
な
り
た
い  

 
 

天
野 

達
弥 

六
年
生
と
し
て
勇
気
を
出
し
て
頑
張
る
ぞ 

 
 
 

 
 

上
野 

龍
太
郎 

忘
れ
物
を
減
ら
し
、
み
ん
な
に
優
し
い
人
に
な
る
ぞ 

 

川
村 

開
音 

組
体
操
で
仲
間
と
協
力
し
助
け
合
う 

 
 
 

 
 
 

 

木
村 

悠
真 

た
て
わ
り
班
で
は
楽
し
い
遊
び
を
考
え
ま
す 

 
 
 

 

塩
塚 

圭
人 

一
年
生
と
た
く
さ
ん
い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
ぞ 

 
 
 

 
 

柴
田 

和
祈 

社
会
科
で
、
日
本
や
世
界
の
歴
史
を
勉
強
す
る
ぞ 

 
 

竹
川 

耀 

学
校
で
困
っ
て
い
る
一
年
生
が
い
た
ら
助
け
る
ぞ 

 
 

中
川 

大
河 

た
て
わ
り
班
で
一
年
生
と
楽
し
く
遊
ぶ
ぞ 

 
 
 
 

 

永
野 

翔
馬 

代
表
委
員
長
に
な
っ
て
学
校
を
引
っ
張
っ
て
い
く
ぞ 

 

長
房 

遼
哉 

も
う
六
年
生
だ
、
頭
で
考
え
行
動
を
正
す
ぞ 

 
 

 
 

平
井 

遼
太
郎 

今
年
こ
そ
は
リ
レ
ー
の
選
手
に
選
ば
れ
た
い 

 
 

 
 

廣
田 

大
地 

科
学
ク
ラ
ブ
長
に
な
っ
て
楽
し
く
実
験
し
た
い  

 
 

三
浦 

駿
矢 

連
合
水
泳
記
録
会
で
泳
ぎ
き
る
ぞ 

 
 

 
 
 
 

 
 

村
瀬 

友
都 

委
員
会
で
め
あ
て
が
達
成
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い 

 
森 

悠
介 

リ
レ
ー
選
手
に
な
っ
て
白
組
を
優
勝
さ
せ
る
ぞ 

 
 

 

山
﨑 
陸
登 

困
っ
て
い
る
人
を
見
つ
け
た
ら
手
助
け
を
し
た
い 

 
 

山
下 
祥
大 

み
ん
な
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
い
け
る
六
年
生
に
な
る
ぞ 
 

 

山
本 

雄
貴 

応
援
団
に
入
っ
て
白
組
を
盛
り
上
げ
、
優
勝
す
る
ぞ 

 

石
井 

舞
乃 

た
て
わ
り
班
に
い
る
一
年
生
に
親
切
に
し
ま
す 

 
 

 

久
保 

都 

い
つ
で
も
み
ん
な
に
優
し
い
六
年
生
に
な
る
ぞ 

 
 

 

近
藤 

そ
ら 

リ
レ
ー
選
手
に
な
っ
て
白
組
を
盛
り
上
げ
る 

 
 
 

 

新
堀 

晴
菜 

一
年
生
の
朝
の
支
度
の
手
伝
い
を
頑
張
る
ぞ 

 
 

 
 

神
保 

柚
希 

図
書
委
員
に
な
っ
て
本
を
い
っ
ぱ
い
貸
し
出
し
ま
す 

 

杉
山 

小
咲
希 

一
年
生
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
行
動
で
示
す
ぞ 

 
 

須
田 

光
咲 

一
年
生
と
仲
良
く
し
て
、
手
伝
い
を
が
ん
ば
る
ぞ 

 
 

塚
田 

夏
生 

運
動
会
で
リ
レ
ー
選
手
に
な
れ
る
よ
う
練
習
す
る
ぞ 

 

寺
尾 

咲
耶 

委
員
会
や
ク
ラ
ブ
で
、
率
先
し
て
行
動
し
た
い 

 
 

 

能
登 

爽
香 

算
数
で
六
年
生
の
勉
強
を
頑
張
り
ま
す 

 
 
 
 
 

 

瀨 

愛 

応
援
団
長
に
な
っ
て
白
組
を
勝
た
せ
る
ぞ 

 
 
 
 

 

福
田 

萌 

リ
レ
ー
の
選
手
に
選
ば
れ
る
よ
う
に
頑
張
る
ぞ 

 
 

 

山
田 

美
憂 

音楽室から 

本年度は、学級で学習を進めていくだけでなく、学

年合同で授業をしたり、時には２学年合同でミニ音楽

会をしたり…と工夫をしています。音楽の一番の醍醐

味である歌声や音を響かせ合うことの喜びと楽しさを

知り、友達とかかわり合いながら豊かな心も育んでい

きたいと思います。 

―――演奏会があります――― 

日時：２月２３日（火）１１：３５～ 

場所：体育館 

内容：ソプラノ歌手＆テノール歌手による演奏会 

対象：４～６年児童、全学年の保護者 

◎最後に全員で「花は咲く」を歌います。 

お時間がございましたら、ぜひ足をお運び下さい。 

（音楽専科 小野関 真梨奈） 

 

御礼とお知らせ 

◇児童全員に体罰についてのアンケート調査

を行いました。もし何か、気になることがあ

りましたらご相談ください。よろしくお願い

いたします。 

 

◇５年生 2 月 2 日(火)「夢先生」授業 

元日本女子バレーボール選手 

杉山 祥子先生をお招きします。 

３・4 校時（５－１） 

        ５・6 校時（５－２） 

 （副校長 日高 陽子） 

 

（副校長 日高 陽子） 
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平成２７年度　　　２月　行事予定　　授業日数２１日

曜 行　　　事 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

月 委員会 4 5 5 5 6 6

火 安全指導・安全点検 5 5 5 6 6 6

水 5 5 5 5 5 5

木 新一年生保護者会（１４：４５～） 4 5 6 6 6 6

金 ※４時間授業（北原小研究発表） 4 4 4 4 4 4

土

日

月 クラブ 4 5 5 6 6 6

火 5 5 5 6 6 6

水 5 5 5 5 5 5

木 建国記念の日

金 社会科見学（３） 5 5 6 6 6 6

土 3 3 3 3 3 3

日

月 クラブ クラブ見学(3) 4 5 6 6 6 6

火 たてわり班遊び 5 5 5 6 6 6

水 ※４時間授業（教育会発表会） 4 4 4 4 4 4

木 球技大会（５６） 5 5 6 6 6 6

金 5 5 6 6 6 6

土 スケート教室

日

月 クラブ 4 5 5 6 6 6

火 保護者会（１２） 5 5 5 6 6 6

水 たてわり班給食 5 5 5 5 5 5

木 保護者会（５６） 5 5 6 6 5 5

金 保護者会（３４） 5 5 5 5 6 6

土

日

月 委員会⑪最終 4 5 5 5 6 6

２月　時数予定

体育館開放中止

 

 

 

 

 

 

 

２月の生活目標 

寒さに負けず がんばろう 

○手洗い、うがいを進んでしよう 

○寒さに負けず からだをきたえよう 

○衣服の調節をしよう 

○休み時間は、外で元気に遊ぼう 

           持ち物について  

２月になり寒さもさらに厳しくなってきましたが子どもたちは元気に

過ごしています。どの学年も新学年に向けて準備を進めている段階です。

今回は持ち物の再確認をしたいと思います。豊渓小学校のきまりでは「ふ

で箱は箱型でキャラクターものは避ける」というきまりがあります。子ど

もたちが学習に集中できるように入学時からこのきまりをお話させても

らっています。４月になると学用品を買いかえる方も多いと思います。ふ

で箱を買い換える際には、学校のきまりを見て学用品をそろえてほしいと

思います。ご協力よろしくお願いします。 

 


